
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

センターで活動されている皆さまの交流の場として活用ください！ 

第 40 回 開催！7/31(金) 

                 12:00～15:00 
フード＆物資ドライブ(ご家庭で余っている食品や日用品の寄付)も同時に受け付け！ 

100 円でお飲み物（コーヒー・紅茶）おかわり自由です！ 

なは市民活動支援センター利用再開！ 

なは市民活動支援センター 
（那覇市市民文化部まちづくり協働推進課） 

〒900-0004 那覇市銘苅 2-3-1 
なは市民協働プラザ 2 階 
 （2020 年 6 月発行） 
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FUNNICHI COFFEE 

 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、4月7日より一部施設の利用を休止しており

ましたが、6月15日より、全施設の利用を再開いたしました。 

 ご利用のみなさまにおかれまして、制限期間中のご理解とご協力に感謝いたします。 

利用再開にあたり、ご利用の際には引き続き 

感染症対策にご協力くださいますよう、お願 

い申し上げます。 

なは市民活動支援センター 職員一同 

下記についてご協力お願い致します 

 体調に不調のあるかた、微熱のあるかたの来館

はご遠慮ください。 

 来館時は手洗い、うがいに 
ご協力ください。 

 施設利用後は、使用施設の 
アルコール清掃にご協力ください。（各会議室に

アルコールスプレー、雑巾設置） 

 1時間に 1回（5分程度）、窓、扉を開けて室内

の換気にご協力ください。 

 飛沫防止のため、会議中はマスク着用でお願い

いたします。 

 感染症拡大予防ガイドラインにより、貸会議室

等の収容人数が概ね半分程度とされています。 



なは市民活動支援セン 

ターでは、課題解決に取 

り組む市民活動を支援し 

ておりますが、新型コロ 

ナウイルス感染症の影響 

を受け、活動が滞ってし 

まうなど、現時点で困り 

ごとがたくさん寄せられております。 

そこで、今後も市民活動、非営利活動が円滑に行える

よう、困りごと解決の相談事業を実施していただく形で、

那覇市内の事業所に委託し、相談機能を強化します。 

【業務内容】 

①団体の運営、経営に関する各種支援制度の案内 
②社会情勢に対応した企画等の相談 

【相談対象】 

那覇市内の活動拠点を有し、コロナに対応した市民活
動を行う、または行おうとする団体・個人（NPO法人、

市民活動団体、自治会、小学校区まちづくり協議会・準備会、

協働大使、市民、学校、学生、企業など） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6月 26日（金）の Fun日カフェ開催時に、先日企業さまよりお預かりした寄贈食

品を、なは市民活動支援センターの利用登録団体等の中から、子どもやひとり親家庭な

どを支援されている団体様に繋ぎ、食品お渡し会を実施しました。 

・1万人井戸端会議 ・あけぼのほのぼの会 ・うちなー芝居お届け隊 

・沖縄じゃんがら会 ・しんぐるまざぁず・ふぉーらむ ・にじの森文庫 

・のびのび広場 ・町の自習室 ・マヒナジーモ ・山城塾（50音順） 

同時に行われたお話し会では、それぞれの活動内容や、コロナ 

禍での活動状況や新たな課題などを発表することで、互いに情報 

を共有し、協力しあえる部分もあるとのことで「横の繋がりを強 

くしていきたい」という意見もありました。 

また、前日の贈呈式を行った「JT沖縄支店様」「沖縄ライオン 

ズクラブ様」も参加いただき、那覇市社会福祉協議会様も「沖縄 

セルラー様」が水耕栽培で作られた新鮮なレタスをお持ちくださいました。 

 新型コロナウイルス感染症の影響はどこまで続くのか、第2波がおきたときにどのよ

うに動くべきか。ますます、市民、団体、企業、行政が一丸となって進まなければなら

ず、市民活動を実施されている皆さまの横の繋がりを広げ、強固なものに出来るように、

センターとしても活動していきたい。と、強く感じました。 

食品寄贈式 
新型コロナウイルス感染症の影響で困ってい

る子どもや子育て家庭等を支援したいと、JT沖 

縄支店様、沖縄ライオ 

ンズクラブ様より食

品の寄贈があり、6月 

24日（水）に贈呈式 

を行いました。 

 
パックご飯を寄贈いただいた 

JT沖縄支店さま 
 
 

レトルト食品や栄養補助食品 
など寄贈いただいた 
沖縄ライオンズクラブさま 

市民活動支援の一環として、市民活動団体と企業の CSR 活動を

繋げました。 



―「那覇市民生委員児童委員連合会」とはどういった団体ですか？ 

 会長： 民生委員児童委員制度は 1917 年に岡山で公布された「済世 

顧問制度」が前身とされ、2017 年で 100 周年を迎えました。 

厚生労働大臣任命のボランティアで、民生委員のいない地域は 

ありません。 

     那覇には 16の単位民児協があり、民生委員児童委員は概ね 

一人当たり 350 世帯を担当しています。それらの組織を支え 

ているのが民生委員児童委員連合会です。小禄に事務局があり、 

こちらの 3階は事務局分室として、那覇第 5民児協が利用させ 

て頂いています。 

―普段はどういった活動をされているんですか？ 

会長： 高齢者から子供たちに至るまでのあらゆる生活上の相談を受けて支援活動を行っていま 

す。具体的には相談事を行政や福祉機関につないだり、事案によっては連携して問題解決 

にあたっています。 

民生委員児童委員のわかりやすい日常の活動としては、市内各地域で行われている高齢 

者支援の「地域ふれあいデイサービス」事業の運営に多くの方が関わっています。 

小学校では朝の立哨、挨拶運動、さらには読み聞かせや、放課後子供教室などを行い、 

行政からの主要な依頼事項として各種の「証明事項」も行っています。 

民生委員児童委員の活動内容は時代に応じて変化しています。特に昨今の少子高齢化社 

会がもたらす様々な課題に対応していくには容易に対応していけない事があるのも事実で 

す。従って、常に新しい制度を学習研鑽することも求められています。市民に寄り添うた 

めの学習を忘れてはいけません。 

―那覇市民生委員児童委員連絡会の今後の目標を教えてください。 

会長： 最大の課題は、支援が必要な方が声を上げられない、声が届かないという現実があると

いうことです。支援が必要な人がどうしていいのか分からない、どこに行ったらいいのか 

分からなという現実があるということです。どのようにして個々の悩 

みを拾い上げ、受け止めていくことが出来るかが私たちの大きな問題 

といえます。 

     民生委員児童委員の活動のネックとなっているのが個人情報保護法 

です。この法律によって行政からの情報がなくなり、支援活動が大幅 

に後退しました。更に、関連団体相互の情報共有ができなくなってい 

ます。孤立死などは私たちが活動できなくなった最悪の事例でしょ 

う。 

     最後に人員不足が挙げられます。先にも述べたように民生委員児童 

委員は日本全国を網羅しています。ところが、民生委員児童委員のな 

り手がいないという大きな問題があります。「あなたの優しさを形 

にしませんか」一緒に民生委員児童委員活動をしませんか。 

ｚ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シリーズ第 12 弾！ 

那覇市民生委員児童委員連合会 

当センターの３階には、まちづくりに関わりの深い団体が入居し活躍されています。 

そこで、それぞれの団体の活動内容や、今後の目標などをここで紹介していきたいと思います。 

真榮城 嘉政会長 

穏やかな空気の中に、強固な信念をお持ちになられている方でした。でも、堅苦しさは全くなく冗談を交えながらのお話
しくださり、とても楽しい時間お話しを聞くことが出来ました。 

「あなたの優しさを 
かたちにしませんか？ 

民生委員募集しています！」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問合わせ なは市民活動支援センター 

〒900-0004 
那覇市銘苅 2-3-1 なは市民協働プラザ２階 
TEL：098-861-5024 / FAX：098-861-5029 
メール：C-KATU005@city.naha.lg.jp 

『Panasonic NPO/NGO サポートファンド for SDGs』 
募集期間：2019 年 7 月 16 日（木）～7 月 31 日（金）必着 

内  容：「組織診断からはじめるコース」：1 団体への上限 100 万円 
      1 年目に組織診断によって組織の優先課題と解決の方向性を明らかにした上で組織基盤強化計画を立案し、2 年目以降 

       組織課題の解決や組織運営の改善に取り組むコース。 

     「基礎基盤強化コース」：1 団体への上限 200 万円 
      既に組織の優先課題と解決の方向性が明らかとなっており、立案した組織基盤強化計画に基づいて、1 年目から具体的 

組織課題の解決や組織運営の改善に取り組むコース。 

（※助成総額は両コース合わせて、海外助成 1,500 万円、国内助成 1,500 万円 合計 3,000 万円） 

助成対象：「海外助成」：新興国・途上国内で貧困の解消、または貧困と関連のある問題の解消に向けて取り組むＮＧＯ 
      「国内助成」：日本国内の貧困の解消、または貧困と関連のある問題の解消に向けて取り組むＮＰＯ 

①民間非営利団体であること。（法人格の有無は問いません。一般社団法人・一般財団法人の場合は非営利型のみ） 

       ②日本国内に事務所があること。 
       ③団体設立から 3 年以上であること。 

       ④有給常勤スタッフが 1 名以上であること。 
【お問合せ】パナソニック株式会社 ブランドコミュニケーション本部ＣＳＲ・社会文化部 

海外助成協働事務局 認定特定非活動営利法人国際協力ＮＧＯセンター 
 TEL:03-5292-2911 E-mail:pnsf-sdgs@janic.org 

国内助成協働事務局 特定非営利活動法人市民社会創造ファンド 

TEL:03-5623-5055 E-mail:support-f@civilfund.org 

※最新の情報や詳細は、各お問合せ先の応募要項を必ずご確認ください。 

会議室 料金一覧表 

会議室① 84 人 ¥\1,300/1ｈ ¥\400/1ｈ 

会議室② 36 人 ¥\650/1ｈ ¥\200/1ｈ 

会議室③ 45 人 ¥\650/1ｈ ¥\200/1ｈ 

会議室④ 18 人 ¥\200/1ｈ ¥\100/1ｈ 

会議室⑤ 15 人 ¥\200/1ｈ ¥\100/1ｈ 

会議室⑥ 15 人 ¥\200/1ｈ ¥\100/1ｈ 

会議室⑦ 12 人 ¥\200/1ｈ ¥\100/1ｈ 

会議室⑧ 24 人 ¥\250/1ｈ ¥\100/1ｈ 

研修室①（和室） 16 人 ¥\200/1ｈ ¥\100/1ｈ 

研修室② 17 人 ¥\200/1ｈ ¥\100/1ｈ 

 
印刷機 使用料 

白黒・A3 サイズ以下 ￥1/枚 

カラー・A3 サイズ以下 ￥4/枚 

※内容確認のため、原則として印刷物の一部提出をお願いしております。 
※印刷用の用紙もお持ちください。 
※USB 等のメディアからは直接印刷はできません。 

 

R2・6 月現在 
感染症拡大予防ガイドライ
ンにより、収容人数が概ね
半分程度とされています 


